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Abstract: We have investigated the starting characteristics of 

a vertical axis turbine with irregular waves using a 

reciprocating airflow generator that simulates oscillating 

water column wave power generator. In this paper, we 

investigated the effect of installation angle and number of  

wind direction plates on starting characteristics of 8-blades 

vertical axis turbine. 

 

 これまでに振動水柱型波力発電装置を模擬した往復

気流発生装置を用いて，不規則波となる往復気流中に

おける垂直軸タービンの起動特性について検討を行っ

てきた[1]． 

 本稿では，不規則波となる往復気流中において，風

向板取付角及び枚数が 8 枚翼垂直軸タービンの起動特

性に及ぼす影響について実験により検討を行ったため

報告する． 

Fig.1. Reciprocating airflow generator 

Fig.1 に往復気流発生装置の概形を示す．往復気流発

生装置は，モーター駆動によりピストンを往復直線運

動させ波浪から発生す

る往復気流を測定部に

再現する．測定部の空気

の流れは，ピストンを測

定部に押し込んだ場合，

装置内の空気が解放部

に押し出される．反対   Fig.2. Vertical axis turbine 

に引き込んだ場合，装置外の空気が開放部からピスト

ン部に引き込まれる．これらの動作を繰り返すことに

より往復気流を測定部に発生させる．垂直軸タービン

は Fig.1 のように測定部の中央に設置する． 

 Fig.2 に 8 枚翼垂直軸タービンの寸法を示す．翼形状

は NACA633-018 を基に翼のそり線をタービンの回転

軌跡と一致させた円弧キャンバー翼である．  

Fig.3. Outline of measurement section 

 Fig.3 に風向板の概形を示す．風向板取付角

θ=0°,10°,20°,30°として Fig.3 のように A 列 5 枚，B 列 5

枚の合計 10 枚設置した CaseⅠ，タービンの起動性向上

を目的に θ=30°において Fig.3より風向板A1とB5を取

り外し，取付枚数を 8 枚とした場合を CaseⅡとして実

験した． 

 今回使用した不規則波の条件は有義波高 H1/3=0.6m，

有義周期 T1/3=4.0s として，異なる 100 種類の不規則波

を用いて起動判定試験を実施した．CaseⅠと CaseⅡの起

動判定は，測定期間約 100s 以内にタービンが回転して

いた場合「起動あり」，それ以外の場合を「起動なし」

とした． 
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